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　古代日本の流通を語るうえで、水運は欠かせない要素
だ。ほとんどの交易は、水運が担っていた。当時は道と
いっても獣道に毛の生えた程度だったし、重い荷物を運
ぶには、舟が便利だった。3世紀には、朝鮮半島の鉄を巡
り日本海ルートと瀬戸内海ルートの航路の主導権争いが
起きており、それがヤマト建国のきっかけにもなった。
　また、水運は海だけではなく、内陸では、川や湖が重宝
した。たとえば、関東の江戸川と利根川の東側に広がる
霞ヶ浦や印旛沼周辺は「香

かしまのうみ

島海」と呼ばれ、水郷地帯を
舟が行き交っていた。明治時代にいたっても、利根川と
江戸川をつなぐ運河が掘削された（千葉県野田市周辺の
利根運河）。

　陸運が発達するきっかけは、7世紀後半に天武天皇が
巨大道路造営を手掛けたことだ。律令制度を整え、各地
の税を都に運ぶ必要が生じた。そのルートは今日の高速
道路網によく似ていると指摘されていて、地形にかかわ
らず、なるべくまっすぐな道を造ろうとしたようだ。土地
を区分けして農地を民に貸し出すために、道路は定規の
役目を負ったからだ。
　東京都国分寺市では古代版ハイウェイが発見され、保
存されている。それが「東山道武蔵路跡」だ。幅12m、長
さ490mの道が確認された。都と東国を結ぶ東山道の支
路だったことがわかっている。
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